
32 キャプション

q和
わ

同
どう

開
かい

珎
ちん

（奈良文化財研究所

蔵）　「珎」の字は，「珍」と同じ
字とも，「寳（宝）」の略字ともい
われる。

q富
ふ

本
ほん

銭
せん

（奈良文化財研究所蔵）

上下に「富本」の2文字，左右に
七
しち

曜
よう

文
もん

（七つの点）を配した銭貨。

1国
こく

号
ごう

「日本」を対外的に使用
したのはこのときが最初と考
えられる。当時の中国は則

そく

天
てん

武
ぶ

后
こう

の時代で，国号を一時的
に唐から周

しゅう

へあらためてい
た。
2以後，794（延

えん

暦
りゃく

13）年に都
が平

へい

安
あん

京
きょう

に移されるまでを奈
良時代という。
38世紀ごろの日本の人口は
600万人ほどで，平城京には
約5万人の人々が住み，朝廷
の役人は約1万人，そのうち
貴族は，200人ほどであった
と推定されている。
4飛

あ す か

鳥池
いけ

遺跡での発見で，7
世紀後半の天

てん

武
む

朝にさかのぼ
る日本最古の銅

どう

銭
せん

であること
がわかったが，どの程度流通
したかは明らかでない。本格
的な流通は和同開珎が最初で
はないかと考えられている。

平城京と
地方の支配

藤
ふじ

原
わら

京
きょう

の造
ぞう

営
えい

と大
たい

宝
ほう

律
りつ

令
りょう

の施
し

行
こう

によって律令国

家としての組織がととのうと，702（大宝2）年に粟
あわ

田
たの

真
ま

人
ひと

らが遣
けん

唐
とう

使
し

として派遣され
1

，約30年ぶりに中国との外交の再開

がはかられた。粟田真人が704（慶
けい

雲
うん

元）年に帰国して唐
とう

の都長
ちょう

安
あん

の実

態をもたらすと，元
げん

明
めい

天皇は新たな都の造営に着
ちゃく

手
しゅ

した。そして710

（和
わ

銅
どう

3）年，天皇は藤原京から奈良の平
へい

城
じょう

京
きょう

に都を移した
2

。

　平城京は，中央北端に平
へい

城
じょう

宮
きゅう

（大
だい

内
だい

裏
り

）を設け，京内は東西・南北の

道路によって整然と区画され（条
じょう

坊
ぼう

制），貴族や官
かん

人
じん

の宅地のほか，

飛
あ す か

鳥地方にあった寺院の多くが移された
3

。また，官
かん

営
えい

の東
ひがしの

市
いち

，西
にしの

市
いち

が設けられ，官人に禄
ろく

として支給された調
ちょう

庸
よう

物などが交
こう

易
えき

された。遷
せん

都
と

に先立ち，政府は，富
ふ

本
ほん

銭
せん

を
4

あらため，唐の銭
せん

貨
か

「開
かい

元
げん

通
つう

宝
ほう

」になら

って708（和銅元）年に和
わ

同
どう

開
かい

珎
ちん

を発行した。和同開珎の流通は京，畿
き

内
ない

などかぎられた範囲であったが，日本最初の本格的な流通貨
か

幣
へい

とな

った。銭貨の発行には，都
と

城
じょう

造営の財源確保という目的もあった。

　平城京とならんで，北九州には大
だ

宰
ざい

府
ふ

，東北地方には多
た

賀
が

城
じょう

を置

いた。大宰府は九州諸国の統
とう

轄
かつ

と，外交・防衛の，また多賀城は東

北地方の行
ぎょう

政
せい

・軍事の拠
きょ

点
てん

としての機能をはたした。

　中央集権の体制をしくために，平城京から地方にのびる道路が整

備され，約16kmごとに駅
うま

家
や

が置かれ，都と諸国の国
こく

府
ふ

（国
こく

衙
が

）の連

絡は密接になった。律令国家は，東北地方や南九州に居住して生活
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赤文字  奈良時代を中心とする
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城
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京
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復元図

q駅
えき

鈴
れい

　駅家には馬が準備され，
駅鈴を示して利用された。
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所貨幣博物館蔵）　「珎」の字は，
「珍」と同じ字とも，「寳（宝）」の
略字ともいわれる。

q富
ふ

本
ほん

銭
せん

（奈良文化財研究所蔵）

上下に「富本」の2文字，左右に
七
しち

曜
よう

文
もん

（七つの点）を配した銭貨。

1国
こく

号
ごう

「日本」を対外的に使用
したのはこのときが最初と考
えられる。当時の中国は則

そく

天
てん

武
ぶ

后
こう

の時代で，国号を一時的
に唐から周

しゅう

へあらためてい
た。
2以後，794（延

えん

暦
りゃく

13）年に都
が平

へい

安
あん

京
きょう

に移されるまでを奈
良時代という。
38世紀ごろの日本の人口は
600万人ほどで，平城京には
約5万人の人々が住み，朝廷
の役人は約1万人，そのうち
貴族は，200人ほどであった
と推定されている。
4飛

あ す か

鳥池
いけ

遺跡での発見で，7
世紀後半の天

てん

武
む

朝にさかのぼ
る日本最古の銅

どう

銭
せん

であること
がわかったが，どの程度流通
したかは明らかでない。本格
的な流通は和同開珎が最初で
はないかと考えられている。

平城京と
地方の支配

藤
ふじ

原
わら

京
きょう

の造
ぞう

営
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と大
たい

宝
ほう

律
りつ

令
りょう

の施
し

行
こう

によって律令国

家としての組織がととのうと，702（大宝2）年に粟
あわ

田
たの

真
ま

人
ひと
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使
し
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がはかられた。粟田真人が704（慶
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雲
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元）年に帰国して唐
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の都長
ちょう

安
あん

の実

態をもたらすと，元
げん

明
めい

天皇は新たな都の造営に着
ちゃく

手
しゅ
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わ
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3）年，天皇は藤原京から奈良の平
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城
じょう

京
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城
じょう

宮
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裏
り

）を設け，京内は東西・南北の

道路によって整然と区画され（条
じょう

坊
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制），貴族や官
かん

人
じん

の宅地のほか，

飛
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鳥地方にあった寺院の多くが移された
3
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市
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物などが交
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易
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本
ほん

銭
せん

を
4

あらため，唐の銭
せん

貨
か

「開
かい

元
げん

通
つう

宝
ほう

」になら

って708（和銅元）年に和
わ

同
どう

開
かい

珎
ちん

を発行した。和同開珎の流通は京，畿
き

内
ない

などかぎられた範囲であったが，日本最初の本格的な流通貨
か

幣
へい
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った。銭貨の発行には，都
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城
じょう
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70 年表

　　　　　　　　　1205（元
げん
久
きゅう

2）年，北条時政
は娘

むすめ
婿
むこ
である平

ひら
賀
が
朝
とも
雅
まさ
を将軍にしようとはかっ

た。朝雅は，源氏一門で，京都の守
しゅ
護
ご
に任じら

れていた。しかし，このくわだては政子らの反

対にあい，朝雅は京都で殺され，時政は引退し

た。時政のあとは，その子の義時がこれを受け

ついだ。

　1213（建
けん
保
ぽう
元）年に義時は，侍

さむらい
所
どころ
の長官であっ

た和
わ
田
だ
義
よし
盛
もり
とその一族を，鎌倉を戦

せん
火
か
にまきこ

んだ和田合戦の末にほろぼした。これによっ

て，義時は政所とあわせて侍所の長官をもか

ね，執権の地位を不動のものとした。

1147〜1213

幕府内での暗闘

 

ひ
き
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狭
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頼
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藤
原（
一
条
）
能
保 　
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慈
円

 

く 

ぎ
ょ
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公
暁

い
ち
ま
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幡

（
頼
朝
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母
）
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九
条
）

○
印
の
数
字
は
将
軍
就
任
の
順

%

$

# @

!

よ
し
や
す

は
養
子
関
係

q源氏系図

w鶴
つるが

岡
おか

八
はち

幡
まん

宮
ぐう

（鎌倉市）　源
げん

氏
じ

のまもり神として崇
すう

拝
はい

された。

1199
1200
1203

1204
1205
1213
1219
1221
1225
1226
1232
1247
1249

頼朝死去
梶
かじ

原
わら

景
かげ

時
とき

を討つ
比
ひ

企
き

能
よし

員
かず

を討つ（比企能員の乱），頼家を修善寺に幽
ゆう

閉
へい

頼家を修善寺で殺害
畠
はたけ

山
やま

重
しげ

忠
ただ

を討つ
挙
きょ

兵
へい

した和田義盛をほろぼす（和田合戦）
実朝が公暁に暗殺される
承久の乱，六波羅探題設置
評
ひょう

定
じょう

衆
しゅう

を設置
藤原頼経を将軍に迎える（摂家将軍）
貞
じょう

永
えい

式
しき

目
もく

（御
ご

成
せい

敗
ばい

式目）制定
三
み

浦
うら

泰
やす

村
むら

を討つ（宝
ほう

治
じ

合戦）
引
ひき

付
つけ

衆
しゅう

を設置

1頼家は伊
い

豆
ず

の修
しゅ

禅
ぜん

寺
じ

におし
こめられ，のちに暗殺された。
2公暁の行動には謎

なぞ

が多い。
北条氏にあやつられていた，
という説が古くからとなえら
れているが，定かではない。

執権による政治4

北条氏の台頭
1199（正

しょう

治
じ

元）年に頼
より

朝
とも

がなくなると，その子の若

い頼
より

家
いえ

が将軍になったが，御
ご

家
け

人
にん

の信望をえるこ

とができなかった。ここで台
たい

頭
とう

してきたのが，頼朝の妻政
まさ

子
こ

の実家で

ある北
ほう

条
じょう

氏であった。1203（建
けん

仁
にん

3）年，北条時
とき

政
まさ

は政子とはかり，頼

家の妻の実家である比
ひ

企
き

氏をほろぼして頼家を引退させた
1

。そして，

頼家の弟の実
さね

朝
とも

が将軍となった。時政は大
おお

江
えの

広
ひろ

元
もと

とならんで政
まん

所
どころ

の長

官になり，政治の実権をにぎった。将軍を補
ほ

佐
さ

する時政の地位は執
しっ

権
けん

とよばれ，代々北条氏にひきつがれていった。

　1219（承
じょう

久
きゅう

元）年，実朝は右
う

大
だい

臣
じん

就
しゅう

任
にん

を祝う式典の途中，頼家の遺
い

児
じ

の公
く

暁
ぎょう

によって鶴
つるが

岡
おか

八
はち

幡
まん

宮
ぐう

で暗殺された。その後，公暁も殺された
2

た

め，源
げん

氏
じ

の正
せい

統
とう

は3代27年で断絶した。時政の子義
よし

時
とき

は摂
せっ

関
かん

家の幼い

藤
ふじ

原
わらの

頼
より

経
つね

を迎え，将軍の地位にすえた。頼経とその子頼
より

嗣
つぐ

を摂
せっ

家
け

将軍

（藤原将軍）というが，幕府の実権は執権である北条氏の手中にあった。
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か
にまきこ

んだ和田合戦の末にほろぼした。これによっ

て，義時は政所とあわせて侍所の長官をもか

ね，執権の地位を不動のものとした。
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w防
ぼう

塁
るい

の跡（福岡市，復元）　
文永の役のあとに，幕府によっ
て建造が命じられた。

r『蒙古襲来絵
え

詞
ことば

』（文永の役，宮
内庁三の丸尚蔵館蔵）　騎馬の竹

たけ

崎
ざき

季
すえ

長
なが

が，元軍の兵士を相手に奮
ふん

戦
せん

し
ている。

宗像社
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（1281.6月
中旬出発）

(5.21)
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元軍の進路（文永の役）
東路軍の進路
江南軍の進路
数字は文永の役の月日
数字は弘安の役の月日

（弘安
　 の役）
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e元
げん

寇
こう

関係図

wてつはう　
海中にしずんでいたものが
近年ひきあげられた。

3「てつはう」とよばれる火
か

器
き

も用いられた。
4博多湾岸などを御家人に警
備させるもの。
5高麗人は高麗本土でもねば
り強く元に抵抗していた。

執
しっ

権
けん

北
ほう

条
じょう

時
とき

宗
むね

は「蒙古への用心」を指令した。フビライは，ふたたび国

書と使者を送ってきたが，時宗はこうした元の動きを黙
もく

殺
さつ

した。

　1274（文永11）年10月，元兵2万と高麗兵1万が対
つ し ま

馬・壱
い

岐
き

・松
まつ

浦
ら

をお

そい，博
はか

多
た

湾に侵入した。幕府は九州の御
ご

家
け

人
にん

たちを動員して，これ

を迎え討った。御家人たちは，元軍の集団戦法
3

に苦戦しながらも，多

くの損害をあたえ，そのため元軍は退
たい

却
きゃく

した（文永の役
えき

）。

　翌1275（建
けん

治
じ

元）年もフビライは使者を送ってきたが，時宗は使者を

鎌倉で斬
き

り，異
い

国
こく

警
けい

固
ご

番
ばん

役
やく

を
4

設け，博多湾沿いには石造の防
ぼう

塁
るい

を構築

するなどして元の襲
しゅう

来
らい

に備えた。また，荘
しょう

園
えん

領主にしたがう，御家人

でない武士も幕府の指
し

揮
き

下に置いた。

1251〜84

　南宋をほろぼしたフビライは，1281（弘
こう

安
あん

4）年に14万の

兵力による2度目の日本遠征軍を送った。しかし，武士た

ちの奮
ふん

戦
せん

によって上陸は阻止された。さらに海上に停
てい

泊
はく

し

ている元軍を暴風雨がおそい，元船の大半はしずみ，兵た

ちの多くが溺
でき

死
し

した。これを弘安の役といい，2度の襲来

をあわせて元
げん

寇
こう

という。

　元軍には，モンゴルに降伏した高麗人
5

や南宋の人がふく

まれていた。彼らの士気は低く，それが戦闘に大きな影響

をあたえた。フビライは第3回の遠征も計画したが，元の

支配に対する中国民衆の反乱や，コーチ（ベトナム）の抵抗

があって，これが実現することはなかった。
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135 図版

e紙づくり（『製紙勤労之図』，紙の博物館蔵）

q高機による織物づくり（『高
機の図』，西陣織物館蔵）

q糸取り（『養
よう

蚕
さん

秘
ひ

録
ろく

』，国立公

文書館蔵）　まゆをゆで，糸を
とっているところ。

　陶
とう

磁
じ

器
き

では，中世以来の尾
お

張
わり

の瀬
せ

戸
と

焼
やき

や備
び

前
ぜん

焼があったが，この時

期に京の清
きよ

水
みず

焼や加
か

賀
が

の九
く

谷
たに

焼が知られるようになり，西
さい

国
ごく

諸藩でも

肥
ひ

前
ぜん

の有
あり

田
た

焼や長
なが

門
と

の萩
はぎ

焼など陶器生産が発達した。有田では，佐賀

藩の保護のもとに磁器が生産され，中国産の磁器にかわって長崎から

西洋に輸出されるようになった。漆
しっ

器
き

業は，輪
わ

島
じま

（能
の

登
と

）・高
たか

山
やま

（飛
ひ

驒
だ

）・

会
あい

津
づ

などでさかんになった。醸
じょう

造
ぞう

業は，酒造の伏
ふし

見
み

・伊
い

丹
たみ

・西
にしの

宮
みや

・灘
なだ

，

醤
しょう

油
ゆ

の野
の

田
だ

・銚
ちょう

子
し

などの特産地が成立した。製紙業は各地で行われた

が，越
えち

前
ぜん

の奉
ほう

書
しょ

紙や美
み

濃
の

の紙などが特に有名である。
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q酒づくり（『酒造絵図』，税務大学校税務情報センター蔵）
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S江戸が大都市に発展し
たのは，なぜだろうか。

e江戸時代の交通と藩専
せん

売
ばい

の産業

q酒づくり（『酒造絵図』，税務大学校税務情報センター蔵）
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てき じゅく

せん しん どう

かい とく

しず たに ごう

はなばたけ

しん がく しゃ

こ　ぎ

とう じゅ

こう じょう

めい とく

にっ しん

こう  どう

し  らん

けん えん

なる たき
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▲

▲岡山
大坂
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萩
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秋田

米沢

福岡

熊本

鹿児島

長崎

京都
小川

名古屋

江戸

水戸

会津

国別寺子屋数
500以上
100以上
100未満
未調査
おもな藩校
　　　私塾

0 100km

q寺子屋（渡
わた

辺
なべ

崋
か

山
ざん

筆，『一
いっ

掃
そう

百
ひゃく

態
たい

』，田原市博物館蔵）

年代 （年数）藩校開設数 累計

1624～1687

1688～1715

1716～1750

1751～1788

1789～1829

1830～1867

(64)

(28)

(35)

(38)

(41)

(38)

9

17

15

53

84

63

9

26

41

94

178

241

（この表の各年代の幅は，年数に比例させてある）

（寛永～貞享）

（元禄～正徳）

（享保～寛延）

（宝暦～天明）

（寛政～文政）

（天保～慶応）

e藩
はん

校
こう

と寺子屋の広がり

qおもな文学作品

黄表紙

金
きん

々
きん

先生栄
えい

花
がの

夢
ゆめ

（恋
こい

川
かわ

春
はる

町
まち

）
洒落本

仕
し

懸
かけ

文庫（山
さん

東
とう

京
きょう

伝
でん

）
滑稽本
東海道中膝栗毛（十返舎一九）
浮世風呂（式亭三馬）
人情本
春色梅児誉美（為永春水）
読本
雨月物語（上田秋成）
南総里見八犬伝（曲亭馬琴）
俳諧
おらが春（小林一茶）
脚本
仮名手本忠臣蔵（竹田出雲）

教育の普及
18世紀なかごろから，江戸の経済発展は

めざましく，文化の中心も上
かみ

方
がた

から江戸

に移った。さらに，江戸，大坂，京都を中心とする商品流通

の発展や，都市と農村との交流によって，文化は地方都市の

町人や富
ふ

農
のう

層のあいだにも広く普
ふ

及
きゅう

した。享
きょう

保
ほう

期に大坂の町

人の出資で設立した懐
かい

徳
とく

堂
どう

からは，富
とみ

永
なが

仲
なか

基
もと

や山
やま

片
がた

蟠
ばん

桃
とう

らの

町人学者があらわれた。京都の町人学者石
いし

田
だ

梅
ばい

岩
がん

は，儒
じゅ

学
がく

に

仏教や神
しん

道
とう

をとりいれ，日常生活のなかでまもるべき道徳を

1715〜46 1748〜1821

1685〜1744

庶
しょ

民
みん

を対象に平
へい

易
い

に説く心
しん

学
がく

を創
そう

始
し

した。豊
ぶん

後
ご

の日
ひ

田
た

では，広
ひろ

瀬
せ

淡
たん

窓
そう

が咸
かん

宜
ぎ

園
えん

を開き，身分にかかわらず儒学を教えた。

　庶民の初等教育機関である寺
てら

子
こ

屋
や

は，享保以後になると，都市や農

村にも広く普及した。僧，神
しん

官
かん

，牢
ろう

人
にん

，村役人らが，『庭
てい

訓
きん

往
おう

来
らい

』など

を教科書にして｢読み･書き･そろばん｣の実用教育を行い，庶民の教育

水準を高めた。寺子屋の師
し

匠
しょう

には武家の女性などもいた。

化政文化
11代将軍家

いえ

斉
なり

の治
ち

世
せい

である文
ぶん

化
か

・文
ぶん

政
せい

年間（1804

～1830年）には，江戸の武士や町人の生活が華
か

美
び

となり，江戸を中心とした町人文化の最
さい

盛
せい

期を迎えた。これを化
か

政
せい

文

化という。江戸の町人のあいだでは，｢通
つう

｣とか｢粋
いき

｣という言葉で都会

風の洗練された言動が尊ばれ，衣服の裏地に華美な趣
しゅ

向
こう

をこらすなど，

洒
しゃ

落
れ

た生活態度に生きがいをみいだしていた。
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qノーベル賞を授与される
湯川秀樹（1949.12）

q羅
ら

生
しょう

門
もん

　王
おう

朝
ちょう

説
せつ

話
わ

を素材と
した芥

あくた

川
がわ

龍
りゅう

之
の

介
すけ

（→ p.215）の原
作を，1950年に黒

くろ

沢
さわ

明
あきら

が監督し
た映画。翌年のヴェネツィア国
際映画祭でグランプリを受賞。

r駅構内に設け
られた街

がい

頭
とう

テレ
ビでのプロレス
中継をみる人々
（1955）

おもな文学作品

坂
さか

口
ぐち

　安
あん

吾
ご

　　白
はく

痴
ち

太
だ

宰
ざい

　治
おさむ

　　　斜
しゃ

陽
よう

大
おお

岡
おか

　昇
しょう

平
へい

　　俘
ふ

虜
りょ

記
き

野
の

間
ま

　宏
ひろし

　　　真
しん

空
くう

地帯
谷
たに

崎
ざき

潤
じゅん

一
いち

郎
ろう

　　細
ささめ

雪
ゆき

三
み

島
しま

由
ゆ

紀
き

夫
お

　　仮
か

面
めん

の告白

eダンスホール（1947.11）

e人々でにぎわう東京浅
あさ

草
くさ

の映画街（1950.1）

21968年，文化財の保存と，
文化の振

しん

興
こう

のため，文化庁が
設置された。

戦後文化の形成
戦争中に厳しい統制を受けていた言論機関は，占

領政治のもとでの制約はあったものの，発表の自

由を回復し，新聞・雑誌・書籍などが数多く出版され，民主主義の成

長をうながした。

　学問の自由も回復され，特に人文科学や社会科学に発展がみられた。

日本史学では，皇
こう

国
こく

史
し

観
かん

が一
いっ

掃
そう

されて，自由な研究が行われるように

なり，考古学でも登
と

呂
ろ

遺跡や岩
いわ

宿
じゅく

遺跡の発掘などによって研究が進展

した。マルクス主義の経済学や哲学の研究もさかんとなり，自然科学

の分野では着実な研究が進められ，1949（昭和24）年には理論物理学者

の湯
ゆ

川
かわ

秀
ひで

樹
き

が日本人で最初のノーベル賞を受けた。

　文学，美術の分野でも自由な活動が始まった。文学では，厳しい戦

争体験を土台にしたり，既
き

成
せい

の観念を打ちやぶるようなさまざまな試

みがなされた。また，法
ほう

隆
りゅう

寺
じ

金
こん

堂
どう

の壁
へき

画
が

が焼
しょう

損
そん

したことなどから，

1950年に文化財保護法が制定され，絵画や建物，彫刻など芸術的価値

のある文化財を保護する体制が整備された
2

。

　大衆文化にも大きな変化がおきた。GHQが民主主義を促進する意

図もこめて，ジャズや映画，スポーツなど，アメリカの大衆文化を積

極的に移入すると，苦しい生活のなかにも明るさを求める日本国民に

受けいれられた。1951年に民間のラジオ放送が開始され，1953年には

NHK（日本放送協会）のテレビ放送が始まり，マスコミュニケーショ

ンの時代が到来すると，こうした勢いはますます強まった。

bp.12 bp.7

1907～81 bp.275

bp.31 bp.286

bp.286

SGHQの対日政策が民主
化優先から転換したのは，

どのような国際情勢によるも
のなのか。
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21968年，文化財の保存と，
文化の振

しん

興
こう

のため，文化庁が
設置された。

戦後文化の形成
戦争中に厳しい統制を受けていた言論機関は，占

領政治のもとでの制約はあったものの，発表の自

由を回復し，新聞・雑誌・書籍などが数多く出版され，民主主義の成

長をうながした。

　学問の自由も回復され，特に人文科学や社会科学に発展がみられた。

日本史学では，皇
こう

国
こく

史
し

観
かん

が一
いっ

掃
そう

されて，自由な研究が行われるように

なり，考古学でも登
と

呂
ろ

遺跡や岩
いわ

宿
じゅく

遺跡の発掘などによって研究が進展

した。マルクス主義の経済学や哲学の研究もさかんとなり，自然科学

の分野では着実な研究が進められ，1949（昭和24）年には理論物理学者

の湯
ゆ

川
かわ

秀
ひで

樹
き

が日本人で最初のノーベル賞を受けた。

　文学，美術の分野でも自由な活動が始まった。文学では，厳しい戦

争体験を土台にしたり，既
き

成
せい

の観念を打ちやぶるようなさまざまな試

みがなされた。また，法
ほう

隆
りゅう

寺
じ

金
こん

堂
どう

の壁
へき

画
が

が焼
しょう

損
そん

したことなどから，

1950年に文化財保護法が制定され，絵画や建物，彫刻など芸術的価値

のある文化財を保護する体制が整備された
2

。

　大衆文化にも大きな変化がおきた。GHQが民主主義を促進する意

図もこめて，ジャズや映画，スポーツなど，アメリカの大衆文化を積

極的に移入すると，苦しい生活のなかにも明るさを求める日本国民に

受けいれられた。1951年に民間のラジオ放送が開始され，1953年には

NHK（日本放送協会）のテレビ放送が始まり，マスコミュニケーショ

ンの時代が到来すると，こうした勢いはますます強まった。
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1907～81 bp.275

bp.31 bp.286

bp.286

SGHQの対日政策が民主
化優先から転換したのは，

どのような国際情勢によるも
のなのか。
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qアジア・アフリカ会議
1955年4月，インドネシアのバ
ンドンに，アジア・アフリカの
29か国の代表が集まり，従来の
欧米中心の国際政治の動向に対
して「第三世界」の立場を明らか
にした。日本もオブザーバーと
して出席した。

wアフリカ諸国の独立

1主権と領土の尊重，相互不
ふ

可
か

侵
しん

，内政不
ふ

干
かん

渉
しょう

，平等互
ご

恵
けい

，
平和共存の五原則。

21946年以来植民地支配の
回復をはかるフランスおよび
その支援で成立したベトナム
国と，ベトナム民主共和国と
のあいだで戦闘がつづいてい
た。

世界情勢の緊張
第二次世界大戦後，多くの独立国が誕生した。そ

うしたなかには，第三勢力として，平和への積極

的な働きかけを行おうとする国も登場した。1954年，中華人民共和国

の
チョウ

首
エン

相
ライ

周
しゅう

恩
おん

来
らい

とインドの首相ネルーが会談し，平和五原則
1

を発表した。

翌1955年には，インドネシアのバンドンでアジア・アフリカ会議が開

かれ，世界平和と民族独立を支持する決議がなされた。

　しかし，米・ソを中心として対立する東西両陣
じん

営
えい

は，それぞれ集団

安全保障体制の強化と軍事力の増強につとめた。1952年にアメリカが，

翌1953年にはソ連が，それぞれ水爆の実験に成功した。1957年にソ連

が大陸間弾
だん

道
どう

弾
だん

（ICBM）の実験に成功し，さらに世界最初の人工衛星

を打ちあげると，翌1958年にはアメリカも人工衛星を打ちあげた。

　また朝鮮戦争は1953年に板
はん

門
もん

店
てん

で
パン

休
ムン

戦
チョム

協定が結ばれ，一応の安定を

みたが，1954年にジュネーヴ国際会議で休戦
2

が実現したインドシナ戦

争では，翌1955年にアメリカの支援で成立した南のベトナム共和国が，

ソ連と中国の支援を受けた北のベトナム民主共和国と対立するように

なった。岸
きし

内閣が，安
あん

保
ぽ

改定をめざしたのは，このような緊
きん

迫
ぱく

した状

況下であった。

安保改定と
国内の対立

1957（昭和32）年に成立した自由民主党の岸
きし

信
のぶ

介
すけ

内

閣は，｢日米新時代｣をとなえ，アメリカへの従
じゅう

属
ぞく

ではなく，対等な立場に立ったうえで提
てい

携
けい

関係の強化をはかろうとし

た。岸内閣は，日米安全保障条約の改定について交渉を進め，1960年

1月，日米相互協力及び安全保障条約（新安保条約）に調
ちょう

印
いん

した。この

新条約では，アメリカの日本防衛の義務を明確にし，日本の防衛力の
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263 15 〜 16

石油ショックは，列島改造ブーム，ドル安・円高

という状況下でおこったため，日本経済は，世界

でも最もはげしいインフレ圧力に苦しむこととな

った。

ドル・ショックに対する景気刺
し

激
げき

策や列島改造ブ

ームという景気の過
か

熱
ねつ

に加えて，石油ショックに

よる物価上昇が重なり，日本経済は，世界でも最

もはげしいインフレに苦しむこととなった。
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287 11 〜 12 2017年までに文化遺産17，自然遺産4が登録されている。
bp.288

2018年までに文化遺産18，自然遺産4が登録されている。
bp.288

288 左 別紙 1参照 別紙 1参照

287
20 〜 21，22，

24

2017（平成29）年1月現在，国指定史跡は1773，名勝は400，

うち史跡や名勝の国宝ともいうべき特別史跡は61，特別

名勝は36ある。1998年に「古都奈良の文化財」の一部とし

て世界遺産に指定された平城宮跡では，これまで60年に

わたって発掘調査が進められており（調査をおえたのは約

37％）

2018（平成30）年8月現在，国指定史跡は1805，名勝は410，

うち史跡や名勝の国宝ともいうべき特別史跡は62，特別

名勝は36ある。1998年に「古都奈良の文化財」の一部とし

て世界遺産に登録された平城宮跡では，これまで60年に

わたって発掘調査が進められており（調査をおえたのは約

38％）
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　　文化遺産
　＊　は明治日本の産業革命遺産　
　　製鉄・製鋼，造船，石炭産業　

　自然遺産
(　県庁所在地 )

日本の「世界遺産」
1972（昭和47）年にユネスコ総会で採
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された世界遺産条約に
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日本にある世界遺産は，文化遺産17件と自然遺産4件である。
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● 重要無形文化財
● 伝統的建造物群保存地区
● 日本遺産
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天皇 総理 西暦 年号 政治・経済・社会 文化 世界

巻末年表　297

 2005 日本国際博覧会
(愛知万博)開催

 10 改正臓器移植法施
行　常用漢字表改
定　小惑星探査機
はやぶさ，地球に
帰還

 11 サッカー女子ワール
ドカップで日本代
表が初優勝

 13 富士山が世界遺産
に登録　2020年オ
リンピック・パラリ
ンピックの東京開
催が決定

 2004 EU25か国に
  スマトラ沖地震
 05 京都議定書発効

 06 北朝鮮，核実験

 08 四川大地震
  世界金融危機拡大

 11 チュニジア・エジプ
ト・リビアで独裁
政権崩壊　南スー
ダン独立　世界の
人口70億人突破

 15 米・キューバ，54
年ぶりに国交回復

  パリ協定採択

 17 国連で核兵器禁止
条約採択

今上 小泉 2004 平成16 1 自衛隊イラク派遣　6 年金改革関連法・有事法
制関連７法成立

〃 〃 2005 17 4 個人情報保護法全面施行　10 郵政民営化法成
立（2007年民営化）

〃 小泉･安倍 2006 18 5 会社法施行　日米政府，在日米軍再編合意　
12 改正教育基本法成立

〃 安倍･福田 2007 19 5 国民投票法成立
〃 福田･麻生 2008 20 1 薬害肝炎救済法成立　4 後期高齢者医療制度導

入
〃 麻生･鳩山 2009 21 5 裁判員制度導入　6 海賊対処法成立　9 民主党

中心の連立政権成立
〃 鳩山･菅 2010 22 4 宮崎で口蹄疫被害発生　8 広島平和記念式典に

国連事務総長・米大使初出席
〃 菅･野田 2011 23 3 東日本大震災　福島県で原子力発電所の事故発

生
〃 野田･安倍 2012 24 5 国内の原子力発電所がすべて停止（7月に大飯原

発が再稼働，2013年9月に再度停止）
〃 安倍 2013 25 4 改正公職選挙法成立（インターネットを使った選

挙運動解禁）　12 特定秘密保護法成立
〃 〃 2014 26 1 国家安全保障局発足　7 集団的自衛権行使を限

定容認する政府見解を閣議決定
〃 〃 2015 27 6 改正公職選挙法成立（選挙権年齢を18 歳以上

に引き下げ）　8 川内原発が新規制基準下で初の
再稼働　9 安全保障関連法成立

〃 〃 2016 28 5 米大統領が現職大統領として初の広島訪問
〃 〃 2017 29 6 天皇の退位等に関する皇室典範特例法成立　

改正組織犯罪処罰法成立（テロ等準備罪の新設）

日本の歴史では，「奈良時代」「江戸時代」など，国の政治が行われた場所などをもとに時代が区切られ，名前がつ
けられている。下は等尺年表といい，各時代がどのくらいの長さかを示している。

干支は，中国の殷の時代にはすでに使われていたといわれる年代のあらわし方で，五行十干と十二支の組み合わせで
つくられ，60年で一回り（還暦）する。また十二支は，江戸時代まで時刻や方位をあらわすのにも使われていた。
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天皇 総理 西暦 年号 政治・経済・社会 文化 世界

巻末年表　297

 2005 日本国際博覧会
(愛知万博)開催

 10 改正臓器移植法施
行　常用漢字表改
定　小惑星探査機
はやぶさ，地球に
帰還

 11 サッカー女子ワール
ドカップで日本代
表が初優勝

 13 富士山が世界遺産
に登録　2020年オ
リンピック・パラリ
ンピックの東京開
催が決定

 2004 EU25か国に
  スマトラ沖地震
 05 京都議定書発効

 06 北朝鮮，核実験

 08 四川大地震
  世界金融危機拡大

 11 チュニジア・エジプ
ト・リビアで独裁
政権崩壊　南スー
ダン独立　世界の
人口70億人突破

 15 米・キューバ，54
年ぶりに国交回復

  パリ協定採択

 17 国連で核兵器禁止
条約採択

今上 小泉 2004 平成16 1 自衛隊イラク派遣　6 年金改革関連法・有事法
制関連７法成立

〃 〃 2005 17 4 個人情報保護法全面施行　10 郵政民営化法成
立（2007年民営化）

〃 小泉･安倍 2006 18 5 会社法施行　日米政府，在日米軍再編合意　
12 改正教育基本法成立

〃 安倍･福田 2007 19 5 国民投票法成立
〃 福田･麻生 2008 20 1 薬害肝炎救済法成立　4 後期高齢者医療制度導

入
〃 麻生･鳩山 2009 21 5 裁判員制度導入　6 海賊対処法成立　9 民主党

中心の連立政権成立
〃 鳩山･菅 2010 22 4 宮崎で口蹄疫被害発生　8 広島平和記念式典に

国連事務総長・米大使初出席
〃 菅･野田 2011 23 3 東日本大震災　福島県で原子力発電所の事故発

生
〃 野田･安倍 2012 24 5 国内の原子力発電所がすべて停止（7月に大飯原

発が再稼働，2013年9月に再度停止）
〃 安倍 2013 25 4 改正公職選挙法成立（インターネットを使った選

挙運動解禁）　12 特定秘密保護法成立
〃 〃 2014 26 1 国家安全保障局発足　7 集団的自衛権行使を限

定容認する政府見解を閣議決定
〃 〃 2015 27 6 改正公職選挙法成立（選挙権年齢を18 歳以上

に引き下げ）　8 川内原発が新規制基準下で初の
再稼働　9 安全保障関連法成立

〃 〃 2016 28 5 米大統領が現職大統領として初の広島訪問
〃 〃 2017 29 6 天皇の退位等に関する皇室典範特例法成立　

改正組織犯罪処罰法成立（テロ等準備罪の新設）
〃 〃 2018 30 6 改正民法成立（成人年齢を18 歳に引き下げ）

日本の歴史では，「奈良時代」「江戸時代」など，国の政治が行われた場所などをもとに時代が区切られ，名前がつ
けられている。下は等尺年表といい，各時代がどのくらいの長さかを示している。

干支は，中国の殷の時代にはすでに使われていたといわれる年代のあらわし方で，五行十干と十二支の組み合わせで
つくられ，60年で一回り（還暦）する。また十二支は，江戸時代まで時刻や方位をあらわすのにも使われていた。
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希望の党
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羽田  孜 細川護熙 村山富市

橋本龍太郎

森　喜朗 

新進党 94

自由党 98

保守党
98

社会民主党 96
民主党 96

小泉純一郎
2000（02 保守新党）

安倍晋三
福田康夫
麻生太郎

安倍晋三

小渕恵三

国民新党 05

鳩山由紀夫
菅　直人

みんなの党 09

日本維新の会 12

14

鳩山一郎
石橋湛山
岸　信介
池田勇人

佐藤栄作

野田佳彦

60

90

95

2000

05

10

15

70

75

80

65

50

俱

公明党

94公明

26

維新の党

15
16

おおさか維新の会

日本維新の会 民進党 16

45

40

85
竹下　登
宇野宗佑
海部俊樹

宮沢喜一

17立憲民主党

板垣退助

板垣退助

板垣退助

西園寺公望
伊藤博文

桂太郎
加藤高明

加藤高明

堺利彦
山川均

大隈重信 福地源一郎

西郷従道

大隈重信

大隈重信

犬養毅・大石正巳

犬養毅

杉山元治郎
大山郁夫安部磯雄

安部磯雄

平野力三
三輪寿壮

床次竹二郎田中義一

犬養毅

鳩山一郎

町田忠治

近衛文麿

河上丈太郎

西尾末広

鈴木茂三郎

三木武夫

重光葵

河野洋平

武村正義

徳田球一

板垣退助
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おもな政党の変遷
　政党名および政派名

人名　党首およびそれに準ずるもの
数字　政党・政派の結成年

17
希望の党

1875

80

85

90

95

1900

05

10

15

20

25

30

35

愛国社

原　敬

立憲改進党
国会期成同盟

75

自由党
80
81

立憲自由党 90

憲政党 98

進歩党 96

憲政党 98 憲政本党 98

革新　楽部 22

立憲国民党 10

82

立憲同志会 13

中央　楽部俱 10

国民協会 92

大成会 90

立憲帝政党 82

立憲民政党

解党

27

政友本党 24

高橋是清

社会民衆党
労働農民党 26

日本労農党

日本大衆党 28

社会大衆党 32

農民労働党 25
日本共産党 22

日本農民党

日本進歩党 45 日本協同党 45日本自由党 45

民主自由党 48

自由党 50 

民主党 47 国民協同党 47

国民民主党 50
改進党 52

日本民主党 54
自由民主党

55

新自由クラブ 76

日本社会党 45

右派 51 左派 51

日本社会党 55

民主社会党 60

民社党 69

社会民主連合

解党

解党

78

94

公明党 64

田中角栄
三木武夫
福田赳夫
大平正芳
鈴木善幸
中曽根康弘

片山　哲
日本共産党 45

日本社会党

結社禁止

06

07

社会民主党 01
社会主義協会 1900
社会主義研究会 98

立憲政友会

解党

1900

憲政会 16

4040

同交会 41

解党 40

解党 13
解党 14

若槻礼次郎

浜口雄幸
若槻礼次郎

幣原喜重郎吉田  茂

吉田  茂

鳩山一郎

鳩山一郎

芦田  均吉田  茂

26

26

42  翼賛政治会
40  大政翼賛会

新生党 93 新党さきがけ 93

98

日本新党 92
羽田  孜 細川護熙 村山富市

橋本龍太郎

森　喜朗 

新進党 94

自由党 98

保守党
98

社会民主党 96
民主党 96

小泉純一郎
2000（02 保守新党）

安倍晋三
福田康夫
麻生太郎

安倍晋三

小渕恵三

国民新党 05

鳩山由紀夫
菅　直人

みんなの党 09

日本維新の会 12

14

鳩山一郎
石橋湛山
岸　信介
池田勇人

佐藤栄作

野田佳彦

60

90

70

75

80

65

50

俱

公明党

94公明

26

維新の党

15
16

おおさか維新の会

日本維新の会 民進党 16

18

45

40

85

宮沢喜一

竹下　登
宇野宗佑
海部俊樹

17立憲民主党

95

2000

05

10

15

国民民主党

板垣退助

板垣退助

板垣退助

西園寺公望
伊藤博文

桂太郎
加藤高明

加藤高明

堺利彦
山川均

大隈重信 福地源一郎

西郷従道

大隈重信

大隈重信

犬養毅・大石正巳

犬養毅

杉山元治郎
大山郁夫安部磯雄

安部磯雄

平野力三
三輪寿壮

床次竹二郎田中義一

犬養毅

鳩山一郎

町田忠治

近衛文麿

河上丈太郎

西尾末広

鈴木茂三郎

三木武夫

重光葵

河野洋平

武村正義

徳田球一

板垣退助

55
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　政党名および政派名
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数字　政党・政派の結成年
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